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1はじめに
文部科学省は、平成13年12月に「子どもの読書活動に関する法律（1）」が
公布・施行されたのを踏まえ、「子ども読書活動推進基本計画（2）」を策定
し、学校図書館、公共図書館の充実、学校・地域・家庭が連携協力した読
書活動の推進、司書や司書教諭の養成等の関連施策の一層の充実を図って
いくとしている。その中の「第3子どもに読書活動の推進のための方
策」の項には、読み聞かせやお話し会などの活動を実施（3）し、幼児期から
絵本や物語などに親しむ活動を積極的に行うよう、教員、保育士、保護者
等の理解を促進し、そして子どもの読書の機会が多くなるように工夫する（4）
とある。ここでは、読み聞かせ等によって指導者である教員が楽しみを供
給して子供達の読書意欲を図る指導を強調し、しかもそうした機会を幼児
期の段階より積極的に行うといった読書指導が重要視されている。
読書指導といえば、まずもって子供が読書に興味や関心を抱くような手
立てを講じることである。このことは読書指導は読書興味の喚起から始
まって読書興味の喚起に終わると言及されていることを念頭に置くとき、
当然のことと言えよう。その方法として、「読み聞かせ」そして「ブック
トーク」「ストーリーテリング」「パネルシアター」等が考えられる。これ
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らは指導者である教員等がそれぞれ技能を駆使して、子供に楽しみを供給
するところにその特徴が認められる。それが、子供に読書の楽しみを味わ
わせ、そして読書への誘いとなり読書への導入として大いに役立っている
ことは言うまでもない。（5）しかし、これらは前述したように、教員等が読
書の楽しみを読みや話によって子供に供給するという、言わば「耳からの
読書」である故、子供によってはそうした活動に集中できず、物語の世界
に入り込むことができなくなっている。こうした子供達は最近頓に増加し
てきていると言われている。
斯様な課題を念頭に置くとき、従来の読書指導の方法だけで対処してい
くことは難しいように思える。そこで、従来の読書指導の方法に加えて、
子供自身が本に立ち向かい、楽しみを自ら創造するような読書指導の方法
を導入していく必要がでてくるのである。
子供達に対して読書の興味を持たせると同時に、子供の読む力を伸ばす
方法として最近注目されているのが「読書へのアニマシオン」である。こ
の「読書へのアニマシオン」は、一冊の本の様々な読み方を提示し、子供
の読む力を引き出すところにその基礎を置いている。換言すれば、それは
子供の読む力を引き出すための戦略（6）（strategy）、「方略」と呼ばれる創造
的な遊びよる読書教育メソッドである。斯様な把握の観点より見てみる
と、「読書へのアニマシオン」は読書指導のあり様に一石を投じるもので
ある。以上のことを踏まえ、本論では「読書へのアニマシオン」の特徴や
構造に触れ、そしてその実践展開のあり様について探ることを目的とす
る。就中、ここでは「読書へのアニマシオン」を指導する際の実践的指導
力の育ちについても探ることにする。
■読書へのアニマシオンの基本的な考え方
1アニマシオンの意義
アニマシオンは、ラテン語のアニマ（anima）＝魂・生命を語源とし、
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すべての人間がもって生まれたその命と魂を生き生き躍動させること、生
命力・活力を吹き込み活性化させることを意味する（7）言葉である。ここで
は、人間が本来持っている精神を活性化させ、自ら主体的に生き、発展し
ていく上で必要なエネルギーを作り出す根源的な営みがアニマシオンであ
ると捉えている。こうしたことから様々な生活の場面において人間はアニ
マ（魂）を生き生きわくわくさせながら自発的で集団的な活動を行うこと
によってより豊かになると言及されるのである。
人間的な生活の創造、その発展にとってアニマシオンが重要な要素であ
ると着目したのがヨーロッパの諸国（8）である。特にフランスで、第二次大
戦後、社会発展にむけての文化の力に注目して、国民の文化権の保障にい
ちはやくとりくみ〈社会文化アニマシオン〉という考え方を成立させ、イ
タリアやスペインなどの近隣諸国にも、社会改革の原理として影響をもた
らし（9）た。このようなアニマシオンを逸早く日本に紹介したのが埜上衛で
ある。埜上衛は1986年に『世界の公立図書館』という著述で、
フランスの公立図書館の特色の一つとしてアニマシオン
（animation）と呼ばれる文化諸活動がある。図書館を活性化すると
いう意味で、あらゆる行事活動を通じて図書館という生命体に、ある
精神を横溢させる。（10）
とし、アニマシオンは延いては創造と知的生産の場として図書館を機能さ
せることができるとしている。埜上衛がアニマシオンを紹介したのが契機
となり、爾来多くの人がアニマシオンを紹介している。その中で1994年増
山均は、『ゆとり・楽しみ・アニマシオン』という著述で、
「アニマシオン」という言葉をうまい日本語に訳すために、いろいろ
考えて見ました。「活性化」といってもいいのですが（11）
と前置きし、私見によればという前提のもと、アニマシオンを子どもたち
一人ひとりがありのままで、その精神を自由にのびやかに輝かせながら、
生き生きとした生活を築きあげていく過程をいっしょに楽しんでいくこと（12）
と捉え、それは子供の健やかな成長・発達をうながす〈子育て〉の概念の
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一つであるとする。
斯様なことを念頭に置くとき、前述した様々な生活の場において人間の
アニマ（魂）を生き生きわくわくさせながら自発的で集団的な活動を行う
ことによって人間はより豊かになると言及されることも頷けよう。
2「読書へのアニマシオン」の意味とそこで身に付く力
「読書へのアニマシオン」は、スペインのモンセラット・サルトが提唱
した読書活動のことである。それは、本を一人で読めない子どもを手助け
して、自分一人で本を読んで理解し深く考えて自分のものにすることがで
きる力を引き出すための読書教育メソッド（13）である。有元秀文は、この
「読書へのアニマシオン」を導入することによって、どんな子どもでも潜
在的に有している読む力を引き出し、それを伸ばすことができる（モンセ
ラット・サルトの論を基に）とし、その特色（14）を掲げている。
（1）本を読まない子どもでも読書に親しむことができる。
（2）強制されなくても自発的に本を読むようになる子どもを育てるこ
とができる。
（3）本を集中して読み、その内容を理解し、自分のものにすることが
できる。
（4）読んだ内容について、相互の意見を聞き合い話し合って、相互に
読みを深めることができる。
（5）戦略（15）（作戦）によって、批判的思考力と創造的思考力を育てる
ことができる。
有元秀文が「読書へのアニマシオン」で身に付くと指摘している力のい
くつかを掲げた。こうした力は「戦略」（作戦）と呼称される創造的な遊
び（戦略＝作戦に関する「読書へのアニマシオン」の著書は二冊刊行され
ている。一冊目（16）は25の戦略＝作戦が示されている。これを進化させたの
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が二冊目で、75の作戦が示されている。これらの著書には、いずれもどの
戦略＝作戦をどのような順序でどのように行えばよいかということが体系
的に示されている。）、つまりゲーム的な手法を用いて、アニマドール（戦
略＝作戦を行う人をアニマドールと呼称。詳述すれば、アニマドールと
は、アニマシオンを行うという意で、戦略＝作戦を用いて子供の読む力を
引き出す人、つまりゲームを組織し支援する人物のことである。）の支援
によって引き出されるものである。
創造的な遊び、つまりゲーム的な手法によってグループで数々の作品の
出来事を共有するという体験的な活動が個々人の読みの心を壁（ひら）か
せ（17）てくれる、この「読書へのアニマシオン」は、従来行われている読み
聞かせ、ブックトーク、ペープサート、パネルシアター等のように指導者
が学習者に読みの楽しみを供給することができ、加えて読みの楽しさも学
習者自身が創造することができるようにする読書指導の方法といえよう。
3「読書へのアニマシオン」の戦略（作戦）の一般的の方法
「読書へのアニマシオン」の戦略（作戦）の具体的な実施方法をめぐっ
ては、前述した25の戦略（作戦）にそれぞれ示されている。これらの戦略
（作戦）は、詳細にわたっては多少異なるものの、いずれも概ね以下の過
程で行われる。有元秀文の論を基（18）に述べてみる。
（1）アニマシオンを行う二週問前から当日までの期間に、指定された
本を個々人で読む。
（もし指定された本を読んでいない子供達がいたら、その場でア
ニマドールが読み聞かせを行う。）
（2）読んだ本の内容について、参加者全員で概要を捉える。
（「どんなお話でしたか。」と子供に問うて、その内容を概観させる。）
（3）読んだ本の内容に登場する人物や場面について簡単な話し合いを
する。
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（「登場する人物で誰が一番好きですか。」「どこが一番面白いで
すか。」等と問うて話し合いを行わせる。）
（4）アニマシオンが始まったら、配布されたカードの文、あるいは挿
絵を見て、個々人で思いをめぐらす。
（質問カードにしたがって、まずは個々人でじっくり考えさせる
時間を確保する。この場面では、読んだり聞いたりした内容を記憶
しておくこと、そして集中して読んだり聞いたりすること等が要求
される。しかし、「読書へのアニマシオン」には、記憶だけに頼ら
ない戦略＝作戦も多く認められる。それは、次の（5）の内容を見
るとより明らかである。）
（5）（4）を踏まえて、カードに記された質問、そしてアニマドール
が尋ねた内容に個々人で答える。
（この場面では、子供達が思考したことを指示にしたがって行動
【例えば、戦略＝作戦「物語バラバラ事件」の場合、Bさんに対し
て「あなたのカードに書かれて文を大きな声で読んで下さい。」と
指示し、そして「あなたの読んだカードはAさんの前ですか、それ
とも後ですか。」と尋ねる。そして、前と思ったらAさんの左隣に、
後と思ったらAさんの右隣に立ちなさい。」と指示する。】するので
あるが、その際記憶だけで物語の論の展開を考えるのでなく、その
論理的な構造を考え、論拠を明確にして順番を決定していくことが
問われてくる。つまり、この戦略＝作戦では記憶だけでなく論理的
な思考力も要求されるのである。）
（6）質問に対して個々人で答え終えたら、参加者全員で話し合って、
相互に読みを深め合う。
（例えば、上記の戦略＝作戦「物語バラバラ事件」の場合、順番
を考えて個々人が位置を決めた後、全員で話し合いながら順番を確
認させるのである。）
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皿読書へのアニマシオンの実際
「読書へのアニマシオン」をめぐっては、25の戦略（作戦）（19）があると
したが、そこには「本を読んでくることを学ぶ学習」「本の内容を捉える
ための活動」「登場する人物に思いをめぐらす活動」「感想を交流して内容
を深める活動」『等の特色が認められる。以下にそれらの様相を見てみる。
1本を読んでくることを学ぶ活動
先に「読書へのアニマシオン」を実践する場合、参加する子供達に対し
て、戦略（作戦）を行うまでの問に（実践する二週間前から当日までの期
間に）取り扱う本を予め読んでおくように指示しておくとした。このよう
に「読書へのアニマシオン」では、まず本を読むことから始めるのがその
本質である。これは、我々が現在読書指導において行っている読書の仕
方、あるいは読書への誘い等といった読書の世界の入り口に子供を立たせ
る方法と大きく異なる点である。取り扱う本を子供達が読んでいなけれ
ば、戦略（作戦）に参加することができないし、また楽しい体験活動をす
ることができないのである。ここで重要なのは、読書を強制せずに、子供
自身が自分の意志で戦略（作戦）に参加するか否かを判断し、そしてその
意志があれば主体的に本を読んでくるように指導していくことである。勿
論、本を読んでいない子供がいれば、読み聞かせを行うのである。
読書は飽く迄も個人的な営為であり、そして個人的な読みに始まり個人
的な営みに戻るのが読書そのものの本質（20）である。斯様なことを基盤に、
我々は読書指導においては、主体的な読書人を育成しなければならない。
「読書へのアニマシオン」では、まず子供達が本を読んでくるという立場
を重視し、どんな子供でも潜在的に有している読む力をアニマドールに
よって引き出していくことを基盤としている。そして、実践の段階では、
創造的な遊び（ゲーム的な手法）の中で、他者との関わりを持ちながら再
度取り扱う本を読むことになる。更に、子供によっては面白さを感じて本
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を読む。こうして、実際には取り扱う本を三回読む場合もあり得る。
2本の内容を捉えるための活動
まず、本の内容を理解するための活動をいくつか掲げる。それに相当す
るのは、戦略（作戦）一の「ダウトをさがせ」、戦略（作戦）十二の「物
語バラバラ事件」等の活動である。
●戦略（作戦）1 アニメーター（アニマドール）の読みまちがいを
子どもが言い当てるゲーム
「ダウトをさがせ」
これは、間違い探しのゲームである。読み手が
間違えて読んだら「ダウト」と言って子供に手を
挙げさせる。ここでは、場面を思い浮かべながら
話をよく聞くことが要求される。そして、この戦
略（作戦）では、「読み間違えるのではないか。」
と疑ってかかる批判的な読みの萌芽を育てること
ができる。
●戦略（作戦）12順不同になった文章をもとどおりに並べ替える
ゲーム「物語バラバラ事件」
これは、順序をばらばらにしたカード（話の要
所要所を抜き出してカード化したもの）を話の筋
通りに並べ替えるゲームである。ここでは、話の
中の前後関係や因果関係を基にしたストーリーの
把握が要求される。
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3登場する人物に思いをめぐらすための活動
次に、作品に登場する人物の特徴やその存在について思索をめぐらすた
めの活動を掲げる。それに相当するのは、戦略（作戦）2の「これ、だれ
のもの？」等の活動である。
●戦略（作戦） 2持ち物の絵を見て登場人物をあてるゲーム
「これ、だれのもの？」
これは、服や持ち物等の絵より、それが登場人
物の誰のものであるかを当てるゲームである。こ
こでは、作品に登場する人物の姿等を基に登場人
物を区別し、その特徴を捉える力が要求される。
4感想を交流して内容を深めるための活動
更に、作品の新たな題名を考え、そしてその作品を評価するための活動
を掲げる。それに相当するのは、戦略（作戦）11の「ぼくのタイトル、世
界一！」等の活動である。
●戦略（作戦）11読んだ本に新たにタイトルをつけるゲーム
「ぼくのタイトル、世界一！」
これは、読んだ本の内容を考えて、それに見合っ
たタイトルを考えるゲームである。ここでは、タ
イトルを付けるゲームを通して、本のタイトルに
はどんな役割が存在するかということについて思
索する力が要求される。
以上が「読書へのアニマシオン」の25の戦略（作戦）を概観しての特色
である。
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5「読書へのアニマシオン」の実践
以下は、受講生である学生が科目「学習指導と学校図書館」において
行った「読書へのアニマシオン」の実践の展開例（2006年の集中講義にお
いて受講生が作成した「学習指導と学校図書館」のポートフォリオより抜
粋）である。
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
戦略（作戦）名「ダウトをさがせ」
対象小学校の低学年の児童を想定して
作品『ぐりとぐらのかいすいよく，』（中川李枝子
作山脇百合子絵福音館書店）
時間20分作品『ぐりとぐらのかいすいよく』の梗概と主題
〈梗概〉ある日、のねずみのぐりとぐらが、波打ち際で遊んでいると
き、二匹は波に浮かぶびんを見つけた。その中に入っていたの
は、うみ坊主からの手紙と地図と浮き袋であった。泳げないぐ
りとぐらはその浮き袋を使って、地図に描かれていた真珠灯台
へ向かった。しばらく行くと真珠洞窟に真珠を落として困って
いるうみ坊主に出会った。ぐりとぐらは洞窟の奥に入ってし
まった真珠をとってやり、そしてそのお礼にうみ坊主から色々
な泳ぎを教えてもらうのである。その結果ぐりとぐらが上手に
泳げるようになったという物語である。
〈主題〉この作品は、のねずみのぐりとぐらが困っている友達のうみ
坊主を助け、そのお返しに泳ぎを教えてもらうというほのぼの
とした他者への思い遣りを描いた話である。他者の存在に気付
き、さりげなく救いの手を差し伸べ、そしてその行為にまた応え
るという友達同士の思い遣りの大切さを教えようとしている。
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（6）活動の特色
最初、子供達はまず絵本を見ながら話を聞き、二回目の読み聞かせ（絵
本を見ずに）においてダウトに気付き、それによって内容をより深く理解
することができるのである。特に泳ぎの場面では、細かい所までダウトの
問題にするので、より集中して聞くように読み聞かせの場面では工夫して
展開した。
（7）読み聞かせ
①ねらい
『ぐりとぐらのかいすいよく』を読み聞かせ、言葉や挿絵に着目
させることによって、場面の様子を想像しながら話を聞くことがで
きるようにする。
②用意する物
・『ぐりとぐらのかいすいよく』の絵本
・ペープサート（ぐり、ぐら、うみ坊主）
③活動の実際（留意点）
ア読み始める前に作品の内容に関する事項をいくつか取り上げ、
その内容に興味を持たせる。
イ読み聞かせの後にゲームを行うことを予め伝え、挿絵にも着目
させながら聞かせる。
ウ絵本を読む際、絵本が見易いように提示し、内容の分かり難い
場面はペープサートを使用して理解させる。
工場面の様子を醸し出すために必要に応じて歌を歌い、様子を捉
えさせる。
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（8）戦略（作戦）1ダウトをさがせ
①ねらい
この「ダウトをさがせ」というゲームでは、話を集中して聞くこ
とや話の内容を正確に聞き取ることに加え、挿絵等から視覚的にも
捉えることができるようにする。そして、本の楽しさを味わわせ、
読み物に興味をもつことができるようにする。
〈ねらい設定の背景〉
『小学校学習指導要領解説編国語編』の第1学年及び2学年の「C読
むこと」の目標に「書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付きな
がら読むことができるようにするとともに、楽しんで読書しようとする態
度を育てる。」とある。「楽しんで読書しようとする態度を育てる。」とは、
自ら楽しむために読書しようとする態度を指し、このことは、結局生涯に
わたって読書に親しむ態度を育てることにつながるのである。
②用意する物
・『ぐりとぐらのかいすいよく』の絵本
・ペープサート（かえるおよぎ、ひらめおよぎ、イルカジャン
プ、くらげおよぎ、くじらおよぎ、いぬかき、かぽちゃ、いか
だ、牛乳パック）
・泳ぎ方の説明を記した模造紙
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③展開
過程又は活動と
その解説
○導入
○読み聞かせ
語りT＝アニマドール
C＝子供（学習者）
丁皆さん、こんにちは。
Cこんにちは。
丁今日は、この『ぐりとぐらのかいすいよく』
という本を読みたいと思います。（表紙を提
示）皆さんは、「ぐりとぐら」は知っています
か。
C知っています。
T（知っている子供を指して）ぐりとぐらは何
の動物でしょうか。
Cねずみです。
Tはいそうです。ぐりとぐらは「のねずみ」で
す。それでは、皆さんは、この夏、海水浴に行
きましたか。
C行きました。
C行っていません。
丁行った人が多いですね。行っていない人も
プールでは泳いだことがあるかもしれません
ね。このお話ではぐりとぐらも海に行きます。
さてさて、そこで一体何が起こるのでしょう
か。挿絵も見ながらよく聞いて下さいね。読ん
だ後皆で楽しいゲームをしたいと思います。そ
れでは絵本を読みます。
『ぐりとぐらのかいすいよく』中川李枝子作
山口百合子絵
のねずみのぐりとぐらが、なみうちぎわ
であそんでいると、
「おや、あれはなんだろう。」
なみにひかるものがうかんでいます。
「ぽくたちおよげたらみにいくんだけどな」
「あっ、だんだんこっちへくる」
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○読み聞かせ
終わり
○戦略への誘
い（内容の確認）
ながれついたのは、とうもろこしのかわを
おなかへまいたびんでした。
「これはすてき、ぶどうしゅだ」
ぐりがはなをうごかすと、ぐらは、
「よいしょ」と、ゆすって、
「なかみはちがうよ」
と、いいました。
「あけてみようか」
「うん、あけてみよう」
ところが、コルクのせんはかたく、びく
ともしません。
「せんぬきみつけた」
ぐらがさきのとがったかいがらをひ
ろってきてねじりこむと、うまいぐあい、ポ
ンと、ぬけました。
びんからでてきたのは、
てがみとちずとうきぶくろ。
しんせつなともだちへしんじゅ・とうだ
いへきてください。うみぼうずより
「しんせつなともだちって、ぼくたちのこと」
ぐりとぐらは、かおをみあわせました。
「うみぼうずって」
「およぎのめいじんにきまってる」
〈以下略〉
Tたくさんの泳ぎ方が出てきました惣。皆さん
覚えていますか。
C覚えています。
Tそれでは、ちょっと確かめてみましょう。
（泳ぎ方を書いた紙を提示する。）今から私が
泳ぎ方の挿絵を見せますので、それを見ながら
答えて下さい。
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Tこれは何泳ぎでしょう（「犬掻き」のペープ
サートを提示）。
C犬掻きです。
Tそうですね。それでは、これは何泳ぎですか
（「くらげ泳ぎ」のペープサートを提示）。
Cくらげ泳ぎです。
Tはい、正解です。（ペープサートに「くらげ
泳ぎ」の文字を貼付する。）それでは、これは
何泳ぎでしょう（「くじら泳ぎ」のペープサー
トを提示）。
Cくじら泳ぎです。
Tそうですね。（ペープサートに「くじら泳ぎ」
の文字を貼付する。）それでは、これは何泳ぎで
しょう（「バタフライ」のペープサートを提示）。
Cバタフライです。
丁正解です。（ペープサートに「バタフライ」
の文字を貼付する。）よく覚えていましたね。
それでは、次は何泳ぎでしょう（「ひらめ泳
ぎ」のペープサートを提示）。
Cひらめ泳ぎです。
Tはい、正解です。（ペープサートに「ひらめ
泳ぎ」の文字を貼付する。）それでは、後二つ
の質問です。これは何泳ぎでしょうか（「かえ
る泳ぎ」のペープサートを提示）。
Cかえる泳ぎです。
，丁正解です。（ペープサートに「かえる泳ぎ」
の文字を貼付する）。それでは、最後の質問で
す。これは何泳ぎでしょう（「イルカジャン
プ」のペープサートを提示）。
Cイルカジャンプです。
丁正解です。（ペープサートに「イルカジャン
プ」の文字を貼付する）。皆良く覚えていまし
たね。とても素晴らしいです。
Tはい。それでは、これから今読んだこの『ぐ
りとぐらのかいすいよく』という物語を使って
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○ダウトをさ
がせの開始
皆でゲームをしたいと思います。今からもう一
度『ぐりとぐらのかいすいよく』のお話を読ん
でいきます。その中に間違いがいくつかありま
す。間違いを見つけたらすぐに「ダウト」と
言って手を挙げて下さい。それでは、1回「ダ
ウト」と言って練習をしてみましょう。さんは
い。
Cダウト。
丁声が少し小さいですね。もっと大きな声で
言ってみましょう。はい、もう一回言ってみま
しょう。さんはい。
Cダウト。
Tはい。皆よくできました。本番では間違いを
見付けたらすぐに「ダウト」と大きな声で言っ
て下さいね。それでは、もう一度物語を読んで
いきますので、よく耳を澄まして聞いておいて
下さい。
Tそれでは、読みます。
『ぐりとぐらのかいすいよく』
のねずみのぐりとぐらが、なみうちぎわで
あそんでいると、
「おや、あれはなんだろう。」
なみにひかるものがうかんでいます。
「ぼくたちおよげたらみにいくんだけどな」
「あっ、だんだんこっちへくる」
ながれついたのは、とうもろこしのかわを
おなかへまいたぎゅうにゅうパックでし
た。
Cダウト。
Tそこのあなた。
C「牛乳パック」でなく「びん」です。
Tはい、正解です。これは簡単でしたね。続き
を読みます。
「これはすてき、ぶどうしゅだ」
ぐりがはなをうごかすと、ぐらは、
「よいしょ」と、ゆすって、
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「なかみはちがうよ」
と、いいました。
「あけてみようか」
「うん、あけてみよう」
??
ところが、こるくのせんはかたく、び
くともしません。
「せんぬきみつけた」
ぐらがさきのとがったえんぴつを
ひろってきて
ダウト。
はい。
「えんぴつ」ではなく「かいがら」です。
そう、かいがらでしたね。よくわかりまし
た。続きを読みます。
さきのとがったかいがらをひろってき
てねじりこむと、うまいぐあい、
ポンと、ぬけました。
びんからでてきたのは、
てがみとちずとうきぶくろ。
しんせつなともだちへしんじゅ・とうだ
いへきてくださいうみぼうずより
??
「しんせつなともだちってぼくたちのこと」
ぐりとぐらは、かおをあわせました。
「うみぼうずって」
「うたのめいじんにきまってる」
ダウト。
はい、そこのあなた。
「うた」ではなくて「およぎ」です。
そのとおりです。続きを読みます。
「およぎのめいじんにきまってる」
ぐりとぐらはちずをみました。
「みなみへみなみへいくと……ほら、ここ
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がしんじゅ・とうだい」
「よし、いってみよう。うきぶくろがあれば
だいじょうぶ」
ぐりとぐらは、うきぶくろをふくらませ
ました。
「よういはできた」
「しゆぱつ」
うみははじめてぐりとぐら
なみにゆられて
だいぼうけん
あわてちゃだめだめ
のんびりいこう
どこまでも
ぐりとぐら
とつぜん、うみのまんなかに、まるいお
しりがうかび、
Cダウト。
Tはい。
C「おしり」ではなく「あたま」です。
Tそうですね。よく分かりました。続きを読み
ます。
まるいあたまがうかび、
「ほ一い、しんせつなともだち」
「あ、うみぼうずだ、お一い」
ぐりとぐらも、てをふりました。
うみぼうずはほんのひとかきで、そばへ
きたとおもうと、
「さあ、ひっぱっていくぞ、うみぼうず・およ
ぎだ」
と、いかだをつかみ、
Cダウト。
Tはい、あなた。
C「いかだ」ではなく「うきぶくろ」です。
Tそう、うきぶくろでしたね。続きを読みます。
うきぶくろをつかみ、
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あしでいきおいよくみずをけりまし
た。
そのはやいこと
あっというまに、
ぐりとぐらは、そびえたついわにかこ
まれた。すなはまにいました。
「ここがしんじゅ・とうだい。しんじゅの
・まめでんきゅうをみがくのが、おいらの
しごと」
Cダウト。
Tはい。
C「まめでんきゅう」ではなく「ランプ」です。
Tそうですね。よく分かりました。続きを読み
ます。
「しんじゅのランプをみがくのが、おいら
のしごと」
と、うみぼうずはむねをはって、
「だけど、おいらしんじゅをこのあなへ
おとしちゃったんだよ」
と、しょんぼりしました。
ぐりとぐらは、いわをのぞきました。
「ぼくたちがひろってきてあげよう」
ぐりとぐらは、うすぐらいいわあなへ
ひとあし、ふたあし、はいっていきました。
なみのくだけるおとがひびきます。
すっとおくに、あおじろいひかりがみ
えてきました。
それはみごとなおおつぶのカボチャで
した。
Cダウト。
T一杯手が挙がりましたね。じゃあなた。
C「カボチャ」ではなく「真珠」です。
丁正解です。「カボチャ」ではありませんね。
（カボチャのペープサートを提示。）少し簡単
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○終末
だったかな。〈中略〉
丁皆、「ダウトをさがせ」をしてみてどう思い
ましたか。
C楽しかった。
C簡単だった。
C又やりたい。
丁皆がとても速く間違いに気付いたのでびっく
りしました。皆は絵本がもっと好きになったの
ではないですか。
Cはい。
Tこのゲームをお友達同士でしてみると良いで
すね。こんどは、この絵本を使って違うゲーム
をするので、楽しみにしておいて下さい。これ
で終わります。
6実践に対する生野の考察
戦略（作戦）「ダウトをさがせ」を行う場合、まずどんな種類の本を使
用してそれを行うかということを考えるべきである。「読書へのアニマシ
オン」では、「デンデンムシノカナシミ」（新美南吉作）のような叙情的な
作品は避けるべきである。「読書へのアニマシオン」においては、教師が
読み聞かせを行うが、その際欧米では必ず子供達に質問して話し合いを行
わせ、そこでコミュニケーションの技術を高めているとされている。この
「ダウトをさがせ」は、故意に間違える戦略（作戦）であるので、前述し
たように叙情性の強い作品は不向きである。このようなことから有元秀文
は笑って済ませるようなコミカルな作品が最適であると指摘する。戦略
（作戦）に当たっては、アニマドールは予め間違い文を用意するのである
が、その際どこを間違えたらよいかということを考えておくべきである。
一般的には名詞を変えたり、類義語や対義語を変えたりする場合が多い。
具現すれば、「枝」を「幹」に、「ペペンペンペン」を「ポポンポンポ
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ン」に、「死」を「生」にそれぞれ変えて間違い文を用意することである。
斯様なことを踏まえ『ぐりとぐらのかいすいよく』の実践に目を転じて
見ると、「びん」を「牛乳パック」に、「えんぴつ」を「かいがら」に、「あ
たま」を「おしり」に、「うきぶくろ」を「いかだ」にそれぞれ変えて間
違い文を用意し、又「およぐ」を「おどる」に変えて間違い文を用意して
いる。前者は、名詞を変え、一方後者は動詞を変えて、実践の中で間違い
に気付かせている。そして、作品の内容をより正確に捉えさせていこうと
している。以上のことから、この実践は、「ねらい」に向かって展開され
ている「読書へのアニマシオン」であるといえよう。
上記は、作戦（戦略）に当たっての本の選択、そして戦略（作戦）「ダ
ウトをさがせ」を実践する際の基本的な立場について触れたものである。
以下に、展開について少し考察を加えてみる。
まず、読み聞かせを終えた段階で、学習者に対してこれから始まる戦略
（作戦）の進め方について（今からもう一度「ぐりとぐらのかいすいよ
く」のお話しを読んでいきます。その中に間違いがいくつかあります。間
違いを見つけたらすぐ「ダウト」と言って手をあげて下さい。）説明を加
えている。このことはとても重要なことである。学習者がこれから始まる
学習の方向性をしっかり捉えているか否かというは、この戦略（作戦）が
成功するか否かの鍵を握る重要な要因であるからである。戦略（作戦）の
進め方を学習者に把握させたら、これから取り扱う作品の内容について参
加者全員で確認を行う段階を設ける必要がある。具体的には、「どんなお
話でしたか。」「どこが面白いでしたか。」「それからどうしましたか。」等
の質問をして、取り扱う作品の内容、興味のある場面等を確認し合って、
その後「ダウトをさがせ」という創造的な遊びの段階へと入っていくこと
が重要である。斯様なことを踏まえ『ぐりとぐらのかいすいよく』の実践
に目を転じてみると、「戦略への誘い」という項のもとに、特に後半の部
分に関しては、「犬掻き」「くらげ泳ぎ」「くじら泳ぎ」「バタフライ」等と
作品の内容に触れている。この点に関しては概ね良かったと思う。しか
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し、前半部の内容にも少し触れておく必要があったように思う。
IV実践的指導力の育成をめぐって
一まとめにかえて一
受講者である学生は、「読書へのアニマシオン」の基本的な考え方を学
んだ後、グループ毎に戦略（作戦）名を決定し、そして作品の選択、作品
の梗概と主題の検討、細案の作成、小道具の製作等をそれぞれ行ってき
た。それを踏まえて実践体験を行った。この一連の作業を通して受講者で
ある学生の「読書へのアニマシオン」を指導する際の実践的指導力は如何
に育成されたのか、以下にその様相を見てみる。（受講生の作成しだ「学
習指導と学校図書館」のポートフォリオより抜粋。）
●今回の講義で、私は「読書へのアニマシオン」という言葉を初めて
聞きました。「読書へのアニマシオン」は、本に対する興味や関心を
喚起し、そして本の面白さや楽しさを理解させる読書の方法であるこ
とを知りました。〈中略〉私が教育実習の時、学級活動の中に「本を
図書室で読もう。」という時間がありました。子供達は図書室で本を
選び、ただそれを読むだけでした。そのような時間も確かに必要だと
思いますが、中には図書室で何を読んでよいのか分からないでまごっ
いていたり、おしゃべりをしていたりして先生に注意される子供もい
ました。もし、あの子供達がいつも「図書室で本を読むだけ」に留
まっているような「読書時間」を過ごしていたとしたら、そして本に
何ら興味を示さず苦痛を感じているとしたら、その当時「読書へのア
ニマシオン」のような読書の方法を知らなかったことが今でも悔やま
れてならない。〈中略＞私は、子供達が本に興味を持つことができる
ように「読書へのアニマシオン」を実践してみたいと思います。（受
講生O）
●今回の「読書へのアニマシオン」という実践においては、子供の興
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味をどうしたら引き付けられるか、またどうしたら子供が潜在的に
持っている「読む力」を最大限に引き出せるかを考えて戦略の細案を
作成しました。子供が自然と読書に親しむようにするためには、教師
の導きが重要であることが分かりました。（受講生K）
●「読書へのアニマシオン」は、児童の読書意欲を喚起させ、児童が
より多くの本を手にするきっかけを与える最適な指導法であります。
私は、「読書へのアニマシオン」は、用いる戦略によって児童に本を
見る視点や読む視点を与えることができると思いました。「読書への
アニマシオン」を受ける身になった時、こんなにも本を読むことが楽
しいものか、また皆で本の世界を感じることにわくわくするものかと
いうことを想像もしませんでした。子供達がこのような気持ちを持つ
ことができたら、これから多くの本を読もうという意欲、本をより身
近に感じる態度等を育成することができるであろう。
このような気持ちにさせる「読書へのアニマシオン」においては、
まず戦略の内容に見合った良い本を選択することが重要であると思い
ます。それに、子供達に興味や関心のあることと結び付けて実践の
展開を作成することも重要であると思います。「読書へのアニマシオ
ン」を実践する際には、授業設計の段階で工夫を凝らしたものを如何
に本の世界の雰囲気を出すように演出するかが重要な鍵であると思い
ます。（受講生丁）
●今回は、「コッケモーモー」という作品を用いて「読書へのアニマ
シオン」の実践を行いました。この実践を終えて、「読書へのアニマ
シオン」を設計するための力について考えることができました。以下
に詳しく述べます。
「読書へのアニマシオン」を行う前の段階の準備では、児童の年齢
等の発達状況に見合った興味深い本を選択することや教師が本の内容
を十分理解していること（教材研究を十分に行い、あらすじや児童に
伝えたいことを予め理解しておくこと）が大切であると思います。今
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回行った戦略「ダウトをさがせ」は、本の内容が難しいと間違いに気
付かせることが困難になってしまうため、十分に楽しめないことが予
想されます。〈中略＞児童が間違いに気付きやすいようにしたり、楽
しんで行えるようにしたりするためには適切な教具等を作製できる力
が必要であるということに気付きました。劇等を行う際には、お面や
挿絵を用いることで児童は本の世界に興味や関心を持つ事ができると
思、います。
「読書へのアニマシオン」の実践では、児童に本への興味を持たせ
る発問力、児童の興味や関心を引くように話す力、本の内容や世界に
見合うような表情で声を使い分ける力、紹介する登場人物になりきっ
て表現する力等が大切であると思います。〈中略〉今回の実践を通し
て教師は「読書へのアニマシオン」を実践するためには様々な力（設
計力・実践力）を身に付ける必要があることが分かりました。（受講
生S）
抜粋した受講生の「読書へのアニマシオン」を終えての感想を見てみ
ると、「読書へのアニマシオン」の目的やその設計力や実践力に関する内
容がいくつか認められる。受講生Oと受講生丁は、「読書へのアニマシオ
ン」をめぐって、いずれも読書への意欲を喚起せしめる指導法であるとし
ている。これらは、「読書へのアニマシオン」の目的を踏まえた上での感
想である。また、受講生丁や受講生S等は「読書へのアニマシオン」の設
計力や実践力の一端について触れている。受講生丁の「子供達に興味や関
心のあることと結び付けて実践の展開を作成」と受講生Sの「適切な教具
等を作製できる力」等は「読書へのアニマシオン」の設計力に関する内容
である。また、受講生Sが触れている「児童に興味を持たせる発問力」「児
童の興味や関心を引くように話す力」「本の内容や世界に見合うような表
情で声を使い分ける力」「紹介する登場人物になりきって表現する力」等
は「読書アニマシオン」の実践力に関する内容である。
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以上見てきたように、受講者である学生は、「読書へのアニマシオン」
の目的を概ね把握し、「読書へのアニマシオン」を設計する力や実践する
力の一端を指摘し、その力量を指導者である教師は身に付けておく必要が
あるとする。斯様なことは、受講生である学生が実践した「読書へのアニ
マシオン」の展開例からも窺い知ることができる。
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